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から仲介の労をいただき、現 で震災被害の報告会が開催されることなった。報告会はジョグジャカルタ地区司書協会主催により、一一月一日に開催された。イダ氏は当日アメリカ出張中のため、ウェブ会議システムを利用して 参加となった。会議には、同地区の各種図書館から二〇名ほどが参加した。報告の詳細をここ 述べることはできないが、被害の概要、復旧作業の内容 進行、図書館サービスの再開と評価に大別できる。特に印象的であったのは、通信網が大きな被害を受けたためコンピュータシステムの復旧が遅れ、オンラインでの作業が長期間不可
能になったという点である。オンライン業務が完全に再開したのは、地域全体としては二〇一〇年に入ってからという。それまでの期間は、カード目録を作成したりしてマニュアル業務 頼らざるをえなかったという。　
報告によると、ジョグジャカル































は、ガジャマダ大学図書館の職員が地震発生の翌月に被災地に出かけ、 瓦礫の撤去作業を行っている。同図書館に勤務する職員の家族が犠牲になったことがきっかけであったという。同僚約三〇人は、スコップ、バケツ、くわ 担架、一輪車など瓦礫収集・運搬用の道具類はもちろんのこと、テント食料、飲料も持参する いう「完全装備」で現地入りし 。道路に山積した瓦礫を数カ所に集めて歩道を確保し、住民の通行や仮設住宅用建設資材の運搬 容易にしたという。
●図書館間国際交流の重要性　
今回の訪問では、インドネシア
側が図書館災害に関連する外国の情報や経営ノウハウを強く求めていることを感じた。それは、被災時の援助というよりももっと中長期的な視点からの国際協力というべきものであ 。特に、同じ地震多発国である日本に対する関心は高い。報告会でも日本関連 質問が多く出された。具体的 は、東日本大震災における図書館界の応をはじめとして、図書館 耐震構造・設計、耐震対応書架、備蓄用品など施設・設備 関す こと、データの保存・保守、図書館情報ネットワークの在り方など多岐にわたる。図書館間の国際的な協力体制の構築が望まれるところであろう。（ひがしかわ
　
しげる／アジア経済
研究所
　
図書館資料企画課）
奥が新築されたバントゥル図書館。手前は日本の援助で建設さ
れた血液センター（筆者撮影）
震災前の姿に復元された旧バントゥル図書館。現在は震災記念
館となっている。右側は血液センターの屋根（筆者撮影）
震災後ガジャマダ大学内に設置された災害対応施設（筆者撮影）
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